
　2020年のカナダの実質GDP成長率は、新型コロナウイルス感染拡大による影響により5.3％
減と過去最大の落ち込みとなった。財貿易は、主要品目である鉱物性生産品や自動車および関
連部品の低迷などにより、輸出入ともに大幅減となった。対内直接投資は、エネルギー・鉱産
物の流出超などによりほぼ半減した。対外直接投資は、持ち株会社への投資が低調だったこと
などにより4割減少した。通商面では、米国がカナダ産針葉樹材に対して賦課しているアンチ
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めた。鉱物性燃料は29.6％減少し、感染拡大に伴う工場の操業停止などにより自動車および関連部品









　CUSMAでは、加盟国間の紛争解決手続きの執行力がNAFTAに比べて強化された。米国は2020年

12月、カナダが乳製品輸入に設定している関税割当制度（TRQ）の運用が協定に違反するとして協




